
子宮頸がんと子宮体がん

卵管

卵巣

腟

子宮体がん

子宮頸がん

子宮頸がん 子宮体がん

自覚症状 初期は無症状 不正性器出血

好発年齢 30～40代
（20～30代で急増）

閉経後の
50代以降

リスク
ファクター

l高リスク型HPV感染

l扁平上皮癌は喫煙

l肥満、高血圧、
糖尿病

l未経産婦
l エストロゲン製剤
の長期使用など

組織型 扁平上皮癌： 75％
腺癌： 20％
その他： 5％

腺癌： 95％
その他： 5％

病気がみえる vol.9 婦人科・乳腺外科第2版:136-137 より改変



日本における子宮頸癌の発症数と死亡数

1年間に約11,000人の女性が
子宮頸がんを発症している1

1年間に約2,700人の女性が
子宮頸がんで死亡している2
(うち150人は40歳未満）

20～30歳代女性で、子宮頸がんは
罹患率・死亡率ともに増加している

1.  国立がんセンターがん対策情報センター がん登録・統計より 2014年
2.  国立がんセンターがん対策情報センター がん登録・統計より 2017年

(うち100人弱は妊娠中の発症)



子宮頸がん死亡率の国際比較(20-59歳）

日本だけが死亡
率が上昇に転じ
ている



4

⼦宮がん75歳未満年齢調整死亡率（過去5年平均）

都道府県 年齢調整死亡率
（2013〜2017年）

全国順位
（ワーストから）

沖縄県 7.14 1
佐賀県 6.25 2
宮崎県 6.01 3
⻘森県 5.65 4
福岡県 5.65 5
秋⽥県 5.55 6
⿅児島県 5.46 7
栃⽊県 5.27 8
静岡県 5.17 9
茨城県 5.17 10
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がん情報サービスより作図年 齢
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子宮頸がん年齢別罹患率の推移

若年化

若年化が急激に進んでいる
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出
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年 齢 厚生労働省人口動態統計および
がん情報サービスより作図
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子宮頸がんの罹患年齢と出産年齢 (2014年)
出産年齢のピークは子宮頸がん(上皮内がん含む)罹患のピークでもある



手術
・単純全摘出術
・準広汎全摘出術
（＋骨盤リンパ節郭清）

手術
・広汎全摘出術
（＋術後補助療法）

同時化学放射線療法
放射線治療(単独)

抗がん剤治療
緩和療法

ⅣA期

手術
・円錐切除術

ⅡA期 ⅢB期ⅢA期

日本婦人科腫瘍学会編｢子宮頸がん治療ガイドライン 2017年版｣(金原出版)より作成

子宮頸部を超える
腟壁下方
1/3まで

骨盤壁に
達する

直腸や膀胱の
粘膜まで

上皮内がん

ⅣB期

小骨盤腔を
越える転移

ⅡB期ⅠA期 ⅠB期

組織学的 臨床的 腟壁 子宮頸部
周囲組織

Ⅳ期Ⅲ期Ⅱ期Ⅰ期０期

がんは子宮頸部内

子宮頸がん進行期別治療法

症状はない


